
茨城県立古河第二高等学校 教科シラバス 

 

教科名 科目名 単位数（時間数） 学科・学年 

福祉 介護総合演習 １単位 (35時間) 福祉科・１年 

教科書（発行所） なし 

教科書以外の教材（発行所） 介護総合演習・介護実習（中央法規） 

目 標 

○介護実習に必要な知識（特に施設・事業所について、利用者について）を身につける。 

○スムーズに介護実習に取り組めるよう、記録物を準備し、目標や計画を立てる。 

○介護実習に必要なマナーを身につける。 

〇介護実習に客観的に振り返り、次の実習に向けての課題を設定できる。 

評価方法 
□演習への参加姿勢。 

□学習プリントや記録の提出状況と内容充実度。 

 

月 学習内容 ねらい 学習活動 
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１ 

２

３ 

介護実習の意義と目的 

介護総合演習の目的 

 

 

 

実習ノートの作成 

介護実習 

～夏期休業～ 

 

実習先の特徴 

・特別養護老人ホーム 

・介護老人保健施設 

 

実習への準備 

 

介護実習 

実習の振り返り 

実習報告会 

 

・通所介護 

・通所リハビリテーション 

・グループホーム 

・小規模多機能型居宅介護 

・障害者支援施設 

 

コミュニケーションの基本 

実習記録の書き方 

 

・介護実習で何を学ぶのかを理解する。 

・介護実習の流れを理解する。 

・介護総合演習で何を学ぶのかを理解

する。 

 

・記録の書き方を学ぶ。 

・介護実習への意欲を高める。 

 

 

・実習先である施設や事業所及びサー

ビス内容を理解する。 

 

 

・実習の振り返りと実習の準備を行う。 

 

・実習を振り返り、今後の学校生活及び

次年度実習に向けて、目標や課題を明

確にする。 

 

・実習先である施設や事業所及びサー

ビス内容を理解する。 

 

・コミュニケーションの方法について、

復習し理解を深める。 

・記録の書き方や基本的な介護技術の

確認を行い、次年度に向けての準備を

する。 

□講義 

□ＤＶＤ視聴 

 

 

 

□ファイル作成 

 

 

 

 

□講義 

□演習 

 

 

□演習 

□グループワーク 

 

 

 

 

□講義 

□演習 

 

 

 

授業の受け方・留意点 ●介護実習がスムーズに実施できるよう、実習内容を理解し目標を持って取り組み

ましょう。 

●学生としての自覚を持ち、誠実な態度で実習記録を記載しましょう。 



 

教科名 科目名 単位数（時間数） 学科・学年 

福祉 介護総合演習 １単位 (35時間) 福祉科・２年 

教科書（発行所） なし 

教科書以外の教材（発行所） 介護総合演習・介護実習（中央法規） 

目 標 

○介護実習に必要な知識（特に施設・事業所について、利用者について）を身につける。 

○スムーズに介護実習に取り組めるよう、記録物を準備し、目標や計画を立てる。 

〇介護従事者としての適切な記録の書き方を習得する。 

○介護実習に必要なマナーを身につける。 

〇介護実習に客観的に振り返り、次の実習に向けての課題を設定できる。 

評価方法 
□演習への参加姿勢。 

□学習プリントや記録の提出状況と内容充実度。 

 

月 学習内容 ねらい 学習活動 

４ 

 

 

 

５ 

 

６ 

 

７ 

 

８ 

 

 

９ 

 

10 

11 

12 

 

１ 

２ 

 

 

３ 

２学年での介護実習の意義と目的 

２学年での介護実習の流れ 

 

 

実習ノートの作成 

 

介護実習 

 

実習ノートの作成 

 

～夏期休業 

           

 

介護実習 

 

実習ノートの作成 

 

介護実習 

 

実習ノートの作成 

 

 

 

実習報告会 

・２学年の介護実習で何を学ぶのかを

理解する。 

・２学年の介護実習の流れを理解する。 

 

・実習先への理解を深める。 

・記録の書き方を学ぶ。 

 

・記録の記載・整理、反省と自己評価を 

行い、次の介護実習に向けて課題を明 

確化する。 

・実習先への理解を深める。 

・次の介護実習への意欲を高める。 

 

・記録の記載・整理、反省と自己評価を 

行い、次の介護実習に向けて課題を明 

確化する。 

・実習先への理解を深める。 

・次の介護実習への意欲を高める。 

 

・記録の記載・整理、反省と自己評価を 

行い、次の介護実習に向けて課題を明 

確化する。 

 

・介護実習を振り返り、次の介護実習に 

向けての課題を共有し、次学年の介護 

実習への意欲を高める。 

 

□講義 

□ファイル作成 

 

 

□講義 

□演習 

□グループワーク 

 

□講義 

□演習 

□グループワーク 

 

 

 

 

□講義 

□演習 

□グループワーク 

 

□講義 

□演習 

□グループワーク 

 

 

授業の受け方・留意点 ●介護実習がスムーズに実施できるよう、実習内容を理解し目標を持って取り組み

ましょう。 

●学生としての自覚を持ち、誠実な態度で実習記録を記載しましょう。 

 

 



教科名 科目名 単位数（時間数） 学科・学年 

福祉 介護総合演習 １単位 (35時間) 福祉科・３年 

教科書（発行所） なし 

教科書以外の教材（発行所） 介護総合演習・介護実習（中央法規） 

目 標 

○介護実習に必要な知識（特に施設・事業所について、利用者について）を身につける。 

○スムーズに介護実習に取り組めるよう、記録物を準備し、目標や計画を立てる。 

〇介護従事者としての適切な記録の書き方を習得する。 

○介護実習に必要なマナーを身につける。 

〇介護実習に客観的に振り返り、次の実習に向けての課題を設定できる。 

評価方法 
□演習への参加姿勢。 

□学習プリントや記録の提出状況と内容充実度。 

 

月 学習内容 ねらい 学習活動 

４ 

 

 

 

５ 

 

 

６ 

 

７ 

 

８ 

 

 

９ 

 

10 

 

11 

12 

 

 

 

１ 

 

 

３学年での介護実習の意義と目的 

３学年での介護実習の流れ 

実習ノートの作成 

 

介護実習 

 

 

実習ノートの作成 

 

 

 

～夏期休業 

           

 

実習ノートの作成 

 

介護実習 

 

実習ノートの作成 

 

 

 

 

実習報告会 

・３学年の介護実習で何を学ぶのかを

理解する。 

・３学年の介護実習の流れを理解する。 

 

・実習先への理解を深める。 

・記録の書き方を学ぶ。 

 

・記録の記載・整理、反省と自己評価を 

行い、次の介護実習に向けて課題を明 

確化する。 

・アセスメントシートの理解を深める。 

 

 

 

・実習先への理解を深める。 

・次の介護実習への意欲を高める。 

 

 

・記録の記載・整理、反省と自己評価を 

行い、次の介護実習に向けて課題を明 

確化する。 

・アセスメントシートの理解を深める。 

 

・介護実習を振り返り、課題を共有し、 

自己の成長を確認する。 

□講義 

□演習 

□グループワーク 

 

 

 

 

□講義 

□演習 

□グループワーク 

 

 

 

 

□講義 

□演習 

□グループワーク 

 

□講義 

□演習 

□グループワーク 

 

 

 

授業の受け方・留意点 ●介護実習がスムーズに実施できるよう、実習内容を理解し目標を持って取り組み

ましょう。 

●学生としての自覚を持ち、誠実な態度で実習記録を記載しましょう。 

 

 


